
2-1.部活の合宿で先輩マネージャーと【キス、耳舐め】 

 

うん、それは、こっちに持ってきて。 

ありがとう。助かるよ。 

 

ね、合宿二日目だけど、どんな感じ？ 

まだ、元気ありあまってるか。くすすっ。 

 

まだ、一年生だもんねー。 

けど、練習はだんだんキツくなってくるから、頑張って、ついていかないと。 

 

でもサッカーの経験あるんだよね？ 

だったら、全然、いけそう。 

 

身体もがっしりしてるし、案外、キミってば、わたしのタイプかも。 

 

あ～、赤くなってる～。 

照れるとこも、一年っぽくていいね～。 

はい、洗い物も、終わり～。 

さて、あとはこれを片づけるだけだね。 

手伝ってくれて、ありがとね。 



 

この合宿所、うちらの部活でもう長年使ってるらしいけど、 

毎年最初はキッチンの掃除もしないといけないし、大変なんだ。 

今年はキミが手伝ってくれて、早く終わったよ。 

 

また、お礼をしないといけないね。 

それじゃ、また後で～。 

 

ふふっ、みんな、良く寝てる…… 

それに端っこなのも、丁度いいね。 

 

じゃあ、ちょっとお邪魔してっと…… 

んふふっ、こーんばーんは…♪ 

 

し～っ……静かにして。 

 

大きな声、出したら、他の三人が起きちゃうでしょ？ 

せっかく女子から迫ってくるなんて、めったにないことなのに、 

すぐに終わっちゃっていいの？ 

さっき、炊事場で別れるときに、「後で」って、言ったでしょ？ 

そのさ、さっき手伝ってくれたお礼、さっそくしよっかなって思ってね…… 



 

はぁ、はぁはぁ、ね、一年生のキミでも、この意味わかるよね？ 

 

もう、せっかく三年生の人気マネージャーが、こっそり来たんだから、 

もう少し喜んでよ。 

 

それに、キミもわたしのこと、気になってたんだよね？ 

キミの視線、もちろん気づいてたよ。ふふっ。 

 

練習中もこっちばっかりジロジロ見てて、いやらしい視線で、バレバレだってば。 

 

太ももとか、胸とか、じーっと見て 

練習に集中できてないの、私からでもわかっちゃったよ？ 

 

それに、先週さ、練習中でだれもいなくなった部室で、 

わたしの体操服の匂い嗅ぎながら、おちんちんシコシコ、してなかった？ 

 

わざとバッグ、部室に放置しといたんだけど、 

まさか、あんな手に引っかかるだなんて。 

男の子がオナニー覚えたての時にお猿さんになるって、本当だったんだ。 

 



ね、わたしに気があるんなら、エッチなこと、してあげてもいいよ、童貞くん♪ 

 

ふふっ、黙っちゃって、認めたってことね。 

わたしね、キミみたいな初々しくて、かわいい男の子を襲うの、好きなんだ。 

 

だーかーら、いやって、言っても、はぁ、はぁっ……もう逃がさないけど。 

 

キミだって、部室でオナニーしてたこと、誰にも言われたくないよね？ 

だったら、言うこと聞くしかないね。 

 

もしかして、エッチがいけないことだと思ってる？ 

ふふっ、だからこそ、楽しいんじゃない。 

 

キミはわたしに脅迫されて、無理やりされるだけだから、悪くないよ。 

んふっ、それだったら、どうかな？ 

 

もう、はっきりしないな、じゃあ、強引に襲っちゃうよ。んちゅっ♡ 

はふぅ……ん？ あれれ？ 

キスも初めてなの？ 

 

へぇ、そーなんだー。。。 



童貞っぽいとは思ってたけど、キスもまだなんだ♪ 

ふふっ、キミのファーストキス、貰っちゃったね♡ 

 

じゃあ、今度はキミからキスして…… 

んちゅぱ、ちゅば、ちゅぶぅ……そう、上手だよ。 

 

唇同士を優しく触れあったり、柔らかさを味わうみたいにゆっくり押し付けたり、 

ついばむみたいなキスも、んちゅ、ちゅば…… 

ふふっ、さすが一年生、新しく覚えるのは得意だね 

 

それじゃあ、もっと大人のキスも、教えてあげる。 

はふ、あふぅ、舌を出して、れろ、れろる…… 

 

軽く舌先をレロレロっ、擦りつけあってぇ、 

れるぴちゅ、ぴちゃぺちゅ……はぁ、はぁっ…… 

 

だんだん盛りあがってくるよね…… 

 

じゃあ、もっとエッチで、頭がとろとろになる、ケダモノみたいなキスしてみない？ 

 

んふ、ほらぁ、口を開けて。 



舌を、んんっ、キミの中に押し込んで、 

んれろ、れろぉ、れろちゅぶ、ちゅぶ、ちゅばっ♡ 

 

キミからも、舌を絡めて、いっぱい擦りつけて、 

ふぅ、ふぅっ、んじゅぱ、ちゅぶっ、ちゅばぶぅ♡ 

 

もっと激しく、んちゅばちゅぶ、キミのお口ぃ、わたしのベロで気持ちよく、 

犯してあげるから、んぶぅ、ちゅぼちゅぶ、ちゅぶぅっ♡ 

 

んふっ、息苦しそうね、でも、許してあげない♡ 

もう少しだけ、はぁはぁ、凌辱キスぅ、んちゅぶ、ちゅばっ、 

楽しませて、んじゅる、ちゅぼ、ちゅぶぅ、んぢゅぶぅ♡ 

 

んぷはぁ…っ……♡ 

あれれ、ちょっとやりすぎちゃったかな。 

びっくりしちゃって、心ここにあらず、って感じだね。 

それじゃ―― 

 

んちゅ、ちゅぶぅ、キミのお耳を舐めてぇ、 

はふ、あふぅ、わたしがリラックスさせてあげる。 

 



んれろ、れろるぅ、れろぉ、れろろっ、ほらぁ、しっかりして…… 

れろちゅぶ、んちゅぶぅ♡ 

 

お耳をおしゃぶりするだけじゃなくて、吐息もたっぷり、ふ～、ふ～、ふぅ～っ♡ 

んふふ、ベロチューだけで、びっくりして、初々しいところ、はぁはぁ、可愛い。 

 

んれろちゅぶ、ちゅばぶ、んじゅぶぅ、 

いっぱい唾液でとろとろにして、レロ舐めしてぇ、はふ、あふぅ、 

ちゅば、ちゅばっ、ちゅばぶぅ♡ 

 

耳穴の奥まで舌で混ぜて、ぢゅぼじゅぶ、ぢゅぶぶぅ、 

ぢゅぼ、ぢゅばっ、ぢゅぶぼぶっ♡ 

 

お耳、しゃぶられて、トロトロの顔してるね。 

けど、気持ち良くなっても、声は出しちゃダメだよ？ 

周りのみんなにバレちゃうから。 

 

ちゃんとお口チャックして、我慢だよ、んちゅぱちゅぶ、 

ちゅぼ、ちゅば、ちゅぶぅ♡ 

 

アドリブ：耳舐め（20 秒） 



 

ぷはぁっ……はふ、あふっ…♡ 

それじゃ、反対側のお耳も、しゃぶってあげるから。 

 

耳全体を、れろ、れろろぉ、あふ、はふぅ、 

いっぱい舐めまわしてぇ、んちゅば、ちゅぶぅ♡ 

 

こっちも吐息をふ～、ふ～、ふぅ～っ♡ 

くすすっ、だんだん息、かけられるのクセになるよね？ 

 

男の子でも、体が覚えちゃえば、責められるのが快感になっちゃうの。 

はぁはぁ、まだ童貞のキミのほうが、そーいう責められる気持ち良さ、 

いっぱい覚えられそう。 

んふふ、リラックスして、わたしが少しずつ、体に刻みこんであげるから。 

 

このままおツユたっぷりで、んれろじゅる、ちゅぶちゅば、 

れろぉ、んれろじゅぱ、じゅぶぶっ♡ 

 

お耳がふやけるぐらい舐めまわして、はふ、あふぅ…… 

こうやって、んぢぅ、ぢぅるる、啜ると、すっごい気持ちいいでしょ？ 

 



去年引退した、サッカー部のキャプテンも、これ、弱かったのよ、はぁ、はぁっ…♡ 

 

わたしがお耳しゃぶりまわして、んじゅる、 

ちゅばちゅぶ、こうやって耳穴の奥まで、 

んぢゅぼ、じゅぶ、ぢゅばぢゅぼっ、いっぱい舌先で犯して♡ 

 

はぁ、はぁっ、お耳で悦んじゃうマゾに仕立てあげたの♡ 

んふふっ、キミもすぐにわたしの耳舐めにハマって、 

抜けられなくなるからね、んちゅぶ、ちゅぱっ…… 

 

はぁはぁ、もうすでに、そうなっちゃってたりして♡ 

くすすっ、ね、実際のところ、どう？ 

はぁはぁ、答えなくても、股間のあたり、ガチガチに膨らんじゃって…… 

はふ、あふっ、感じまくってるの、モロバレだけどね、くふふっ…♡ 

 

それそれっ、太ももでスリスリして、もっと大きく育ててあげるね、 

それで、はぁはぁ、わたしが頂いちゃうんだよ、あはっ♡ 

 

サッカー部のかわいい童貞くんは、み～んな、このわたしが食べちゃうんだよ。 

 

キミも悪い女に引っかかっちゃったね♡ 



だから、もう諦めて。 

 

その代わり、セックスの気持ちよさ、しっかり教えてあげるよ。はぁ、はぁっ…♡ 

 

それじゃ、このままキミのズボンを下ろして―― 

 

あんっ、この硬くなったオチンポを、れろ、れろろぉ、いっぱい舐めてあげるね…♡ 

 

んふ、大丈夫.噛んだりしないから 

んれる、れろる、んれろぉ、んちゅぶ、ちゅぱっ。 

 

これは、フェラチオって言って、はふ、あふぅ、勃起したおちんちんを、お口で 

気持ちよくしてあげるエッチなことなんだよ。 

 

はふ、あふぅ、んれろ、れるぅ、れろれるぅ、 

先端から根元まで、んれろろぉ、いっぱい舐めてぇ、 

あふ、はふぅ……どう、気持ひいい？ 

 

これまでは自分の手でしごくだけだったもんね？ 

こんなに柔らかくて、あったかくおちんちんが気持ちよくなるの 

いかずにガマン、できるかな？ 



 

先っぽの割れ目のとこも、んちゅぴ、ちゅぷ、 

舌先で奥までほじって……ぴちゅ、んちゅ、んふ…っ…… 

 

ちゅぶ、ちゅぱぶ、んぢゅぶ、感じさせたげふ…… 

ぺちゅぴちゃ……ちゅぱ、んちゅぶぅ…♡  

 

はぁはぁ、エッチな匂いの童貞チンポ、 

あむぅっ、咥えこんれぇ、舌の上で、んれろ、れろちゅぶ、 

ちゅばぅ、いっぱひ転がして、おしゃぶりしてあげふぅ…… 

だんだん口の中で固くなってぇ、エラが張っれきてぇ、 

はぁはぁ、セックスの準備、始めちゃってふぅ♡ 

 

エッチなことしたくなっちゃうのは、んちゅぶ、ちゅばぶ、 

本能みたいなもんだし、れろれる、ちゅぶっ、 

もう諦めれ、気持ちよくなろっ…… 

 

んんんっ、先っぽからおツユが垂れてぇ、 

はぁ、はぁ、お口に童貞くんの味ぃ、広がって、 

んじゅる、ぢぅ、ぢぅぅ、ぢるるっ、美味しひぃ♪ 

 



このまま亀頭に、んじゅるぅ、舌を巻きつけて、 

んれろ、れろるぅ、んれろちゅぶ、ちゅばぶぅ、 

ちゅぱちゅぶ、ちゅぼ、ちゅぶっ、頭を動かして、じゅぶ、 

んぢゅぶ、ぢゅぱ、ぢゅばっ、いっぱい責めてあげふ♡ 

 

んふふ、どう？ わたひのお口まんこ、ちゅぼ、ちゅぼっ、んぢゅぶ、ぢゅぼぶぅ、 

粘膜と舌れぇ、じゅる、オチンポの敏感なところぉ、 

ちゅぶぅ、エッチに擦れてぇ、ちゅぱぶ、ちゅぶぶっ、気持ちいい、れしょっ…… 

 

んんんっ、これぇ、お口の中で、また大きくなっれぇ、 

んう、んううっ……息が、んぐぐぅ…… 

 

ぷはぁ…っ……♡ 

 

……ぜぇはぁ、キミのチンポも、エッチにそり返って……あふ、はふぅ…… 

もうたまんないって感じだよね。 

 

それじゃあ布団、かぶったまま…… 

この中でぇ、んしょ、んしょっ、キミに跨って―― 

 

んん、んんんっ、んぁぅッ……んんんっ…… 



騎乗位スタイルで、その童貞、貰っちゃうから…っ…… 

 

ひぅっ……ひぁうぅっ……あ、ヤバぃぃ……声、抑えないと…… 

んぃ、んぃぁッ……んっんんッ…… 

んぁ、んぁぁぁ…っ……ふぅ、ふぅっ…… 

 

あと少しぃ、キミも、じっとしたままで、いて…… 

でないと、声、こ、こらっ…… 

あひぃんっ！ 

 

ちょ、ちょっとっ、いきなり腰、跳ねさせないで……声、出ちゃうよっ…！ 

 

んい、んいい……んふぃぃ……んふ、くふぅっ……はぁはぁ、はぁ…… 

 

最後まで、呑み込んじゃったぁ…… 

これで童貞卒業だね、ふふっ、おめでとう♪ 

 

それじゃ、周りにバレないように、ゆっくりと動くね。 

 

あ、ああっ……！ 

 



ヤバっ、また硬いオチンポ先…… 

敏感なとこに、ぐりぐり当たってぇ、はぁ、はぁっ……喘ぎ声、出しちゃったぁ…… 

 

けど……誰も起きてないよね、ふふっ、よかった。 

 

あ、どうしたの、じっと見つめてきて。 

ふふっ、もしかして、わたしのこと、好きになっちゃった？ 

それとも……んう、んうう、くふぅんっ、 

わたしのドスケベおまんこに恋しちゃったの？ 

 

キミのオチンポを、ぐちゅぐちゅ、気持ちよくしてる、んんっ、 

このおまんこに、んふ、くふぅ、んふぁ、ふぁぅっ…… 

 

わたしみたいな、遊んでるひと、好きになっちゃダメだよ。 

 

んひ、ふひぃ、んいいっ、キミのことも、ずっと前から狙ってたんだしね。 

 

あふ、くふぅ、すっごい性欲むき出しの目で、わたしを見てたから、 

きっとセックスしたら、んっ、んんっ、すっごいと思ってたんだぁ…… 

 

思ったとおり、硬くて、太くて、わたしにぴったりぃ。 



 

セックスのときの本気度、慣れてるオスと全然違って、 

何倍も凄くて、んぁ、んぁぅ、んふぅっ、だから童貞くんチンポ、好き、好きぃ♡ 

 

このまま腰を前後左右に、んひ、ふひぃ、揺さぶって、 

んい、んいいっ、中のオチンポをじらすように、責めながらぁ…… 

はぁ、はぁっ……キミの乳首も、一緒に良くしてあげるね。 

 

シャツを、んんんっ、たくしあげてぇ、乳首、丸見えだね。んふふっ。 

 

まだ触ってもないのに、軽く膨らんで、もしかして、自分で触ったことあるの？  

まだ一年生のくせに、いやらしすぎ。 

 

んん、んんんっ、ゆっくり腰を揺さぶりながら、左の乳首周りから 

んれろ、れろっ、れろぉっ 

円を描くように舐めてくね、んれろれるっ。 

 

真ん中に触れないように、れろぉ、じゅるっ、 

んれろ、れろれる、れろれろぉ。 

 

くふふっ、直接舐めてないのに、どんどん大きくなって 



ふふっ、興奮してくれてるんだね。 

んんっ、オチンポも硬くなって、はふぅっ、すごいぃぃ…♡ 

 

それじゃあ、右の乳首の周りも、 

れろっ、れろれろ、んれろれる、れろろぉっ。 

先っぽをよけながら、じゅるっ、れろぉ、れろろ、れろれるぅ、んれろっ。 

 

だんだん両胸の先っぽ、エッチに育ってきて、 

んれろぉ、れろれるぅ、れろじゅるぅ♡ 

 

童貞くんの乳首が、はぁ、はぁっ、勃起してくところ、 

可愛くてぇ、あふ、はふっ、きゅんってなっちゃうよ♡ 

 

じゃあ、いよいよ膨らんだ乳先にキスしてあげる。 

左から、んちゅぱっ。 

 

んふふっ、声出しちゃダメだよ。我慢っ♪ 

右がわも、んちゅぱっ。 

 

あはっ、すっごい感じた顔してる、乳首も硬くそそり立って、 

女の子みたいになっちゃったね。 



 

このまま、激しめにちゅぱ吸いしてくね。 

左の乳先を、んちゅぶ、ちゅば、ちゅぶぅ、んちゅぶっ♡ 

 

あふ、はふぅ、いっぱい吸って、敏感になったところを、 

舌先で、れろれる、れろっ、んれろれるぅ、いっぱい弾いて、刺激してあげるよ。 

 

それそれ、んれろれる、れるるっ♡ 

んふふ、勃起乳首、いじられるの、気持ちいいでしょ？ 

んちゅば、ちゅぶ、んちゅぶぅぅッ。 

 

責められる気持ちよさを覚えちゃったら、 

ちゅばれろ、れろれるぅ、女の子に逆らえなくなっちゃうけど、それでもいいよね？ 

 

んれろれる、れろちゅぱ、はぁはぁ、 

こうやって童貞くんの性癖、わたし好みに教えこんでいくの、 

好き、好きぃ♡ んちゅぱちゅば、ちゅぶぅ♡ 

 

んひぃ、あひぃっ…！ 

 

急に腰を跳ねさせてもダメだって、んぁ、んぁぁっ……キミはされるがまま。 



乳首を責められる気持ち良さ、徹底的に、わからせてあげるよっ。 

 

じゃあ、右の乳先も、んちゅぱ、ちゅばっ、いっぱいちゅぱ吸いして、 

んちゅっ、ちゅぶっ。 

 

だんだん硬く尖ってきた先っぽを、んちゅぶぅ、 

ちゅぱ、ちゅばっ、ちゅぶぶぅ、もっと激しく、 

強くっ、ぢぅ、ぢぅぅ、ちゅぶちゅぱ、んちゅぶ、ちゅばっ♡ 

 

右もだいぶ感度、良くなってきたね。 

それじゃあ、れろれろ舐めて、感じさせてあげる。 

試しに、軽く、れろ、れろろ、んれろれる。 

 

んふふっ、ビクって胸震わせて、くすす、女子みたいな反応して恥ずかしいね。 

 

サッカーで鍛えた体なのに、はぁはぁ、れるぅ、れろちゅば、んちゅぶっ。 

勃起させたオス乳首、ちゅぱ、ちゅば、ちゅばれろ、れるるっ、 

マネージャーに弄ばれちゃって、んちゅば、ちゅぶ、んちゅぶぅッ♡ 

 

けど、いやらしくおっ勃てた乳首を責められる、気持ち良さ、 

ちゅぶぅ、んちゅぶ、ちゅぶれろ、覚えちゃったんだから、仕方ないよね。 



 

んふ、はふ、れろぉ、れろれるっ、んれろぉ、れるる、れろれる、んれろろぉ♡ 

オチンポも、おまんこの中で、んい、んいい、ビクついて、 

はぁはぁ、悦んでるの伝わってくるよ。 

 

じゃあ、そろそろ、中で出させてあげるね。 

 

こうやって体を倒したまま、腰だけ小刻みに動かして、 

んふぅっ、んん、んんんっ、それ、それそれっ…… 

 

勃起しきった竿全部を、とろっとろにほぐれきった、おまんこのヒダヒダで、 

ずっちゅずちゅ、シゴいてぇ、溜まった精液、すっきり出させてあげるよ、 

んう、んうっ♡ 

 

勃起したキミのここ、もう射精寸前だね。 

出したい、出したいって、ビクンビクン跳ねてぇ、すっごいよ。 

くぅ、くぅっ、くぅぅっ…！ 

 

ガチガチに張ったエラが、わたしの中の感じるところっ、 

ん、んん……ごりごり削ってきてぇ…… 

 



ふひ、くひぃ、わたしも、イクっ、イクぅぅ♡ 

童貞くんにイカされちゃうっ、んい、んいいっ♡ 

 

はぁはぁ、ほらぁ、一緒にイコっ。 

それでキミの初ナマ出しぃ、たっぷりおまんこに、ちょうだいっ！ 

 

大丈夫、声は抑えるから、んぁ、んぁぅ、んぅぅっ、 

ほらぁ、もっと腰をぶつけて、きてぇ…っ…… 

はう、はううっ、はうぁぁッ…… 

 

んん、んんんっ、んうぁぁ……イグぅ、イグイグイグぅ…… 

童貞くんチンポでアクメぇ、しちゃうのぉーッ…… 

 

ほらぁ……キミ、も良くなってぇ…… 

気持ちよく精液ぃ……びゅ～びゅ～、びゅ～っ、 

びゅるるるる～って、思い切り、吐き出してぇぇーっ……！ 

 

んふぅ、くふぅぅっ♡ んひぃぅっ♡ 

もう限界だよぉ……くぅ、くぅぅっ……♡ 

んうぅんっ、んっうぅううぅうぅ――ッ♡♡♡ 

 



ふひ、くひぃぃ……キミの濃いザーメンっ…… 

中にたくさん流しこまれてぇ、はぁ、はぁはぁ、 

これぇ、やっぱり、いい、いいのぉ…… 

 

あん、あんんっ、射精しながらも、腰ぃ、上下させて、 

このがっつく感じも、童貞くさくって、たまらないの…♡ 

 

んい、んいいっ、出されながら、おまんこの奥まで、ぐちゅぐちゅされるの、 

好きぃ♡ 

 

んぁ、んぁぁ、イクぅっ、またぁ、気持ちよくぅ、なっちゃうのぉーッ…… 

んひ、ふひぃ…♡ ふっひぃいいいぃーッ♡ 

 

はぁはぁ、はぁっ…… 

合宿でバレるかもしれないスリル感じながら、あふ、はふぅ、 

むき出しのオスをぶつけられるの、最高すぎぃ♡ 

 

んふぅ、ぜぇ、はぁ…… 

ね、どうだった？ もちろん良かったよね？ 

 

射精しながら腰をぶつけてきてたし、ま、聞くまでもないよね♡ 



 

ん～、どうしたの？ マジな顔しちゃって。 

気持ちよかったのなら、またしてあげるよ♪ 

 

わたしも年下の子、可愛がるの嫌いじゃないし。 

 

え、なによ……それ…… 

「好きだ」なんて、急に言われても、困っちゃうよ…… 

 

セックス一回しただけで…… 

す、好きになんて、ならないで、欲しいな…… 

 

色んな童貞くんを食べてきたけど、 

はぁはぁ、そんなこと言われるの、初めて…♡ 

 

あうう、まともにキミの顔、見れないかも…っ…… 

 

どんなにエッチなことされても、あふ、はふぅ、 

全然、恥ずかしいとか、ないけど…… 

真っすぐな気持ち、ぶつけられるの、本当に弱いかも……ううっ…… 

 



その……こんなビッチなわたしでいいんなら、 

キミの恋人になってあげるよ。 

 

……その代わりセックスのほう、しっかり頑張ってね。 

 

なんたって、このわたしは、サッカー部のオス共の、逞しいチンポ♡ 

食いまくるような、ドスケベ女なんだからぁ♡ 

 

じゃあ明日は、みんなが寝静まってから、わたしの部屋に来て♡ 

少し離れた個室だから、大きな声出しても、大丈夫。 

 

次はもっと激しく、ケダモノみたいなセックスしようよ。 

んふふふっ、今から楽しみだね♪ 


